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屡特集眺めての図書館員へ

文献入手の可能性を広げよう
一病院図書館における相互貸借一

Ｉ．はじめに

相互貸借のマニュアルはいくつかあるが、最

も基本とされているのは日本医学図書館協会発

行の「相互利用マニュアル」’)である。現在の

最新版は2005年発行の第５版で、近畿病院図書

室協議会の加盟機関には発行時に配布されてい

る。基本的な申込・受付の流れについては上記

マニュアルを参考にしていただくとして、本稿

では、病院図書館での相互貸借を例に、文献入

手までにつまずきやすいポイントについて説明

する。

以前に会誌「病院図書館」に掲載されたシ

リーズ「相互貸借のための便利ノート」で、実

務上のワンポイントアドバイスを紹介してい

る。利用者からの依頼受付および申込前作業に

ついては⑬略語2)、⑭複写申込書3)を、相手先

への複写申込については⑨申込のルールとマ

ナー4)、⑫FAXでの複写申込様式s)を、上記

マニュアルと合わせて参考にされたい。

Ⅱ．書誌事項を確認する

利用者から受け付けた書誌事項があいまい

で、そのままでは申し込めないことがある。図

書館員が調査し、できる限り確認してから申込

書を作成する。

１．データベースで探す

PubMed*の「SingleCitationMatcher｣、医

中誌Web*の｢書誌確認｣、NDL-OPAC*の｢雑誌

かすがいみずえ：豊橋市民病院図書室
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春日井泉江

記事索引の検索／申込み」等の機能が便利であ

る。データベースにより収録対象が異なるので

使い分ける。図書のときは､NACSISWebcat*、

WebcatPlus*の「一致検索｣、NDL-OPACの

｢一般資料の検索（拡張)／申込み」等を利用す

る。項目のうちわかっている情報を入力し検索

する。もしヒットしなければ、情報の一部が

誤っている可能性を考慮し、入力項目を減らし

たり予想したりして検索し直す。

２．ホームページで探す

検索データベースに収録されていない雑誌・

記事は、雑誌のホームページで探す。全文閲覧

は有料でも、目次・抄録までは無料で見られる

ことが多い。

ＰｕｂＭｅｄからは、「JournalsDatabase」で雑

誌を探し、検索結果の「NLMID」をクリック

し、NLMCatalogの画面(図１）で｢Electronic

Links」（★）があれば、クリックすると雑誌の

ホームページが開く。雑誌により画面は異なる
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図２．雑誌ホームページ例

が､ＳＥARCHでAuthor､Title等の項目を入力

して検索するか、ARCHIVE（図２）で発行

年・巻号からたどる方法が一般的である。

発行元のホームページで、１．１次等を公開して

いることがある。医学''１央雑誌刊行会の「収載

誌検索｣、NACSISWebcat、WebcatPlus等で

出版者を確認し、インターネットの検索エンジ

ン（Yahoo1JAPAN*など）でそのホームページ

を探す。あれば、「I的とする雑誌の情報が掲載

されていないか探す。

直接、検索エンジン(Google*など)で探すと

見つかることがある。雑誌のフルタイトルや論

題等のフレーズをダブルコーテーション（Ⅱ）

で囲んで検索すると、Ｉ|的とする情報がヒット

しやすい（陳１３)。手軽だが、前述した方法と

比べて情報の信頼性は劣るので、留意されたい。
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図３．検索例

Ⅲ．インターネットで入手する

情報入手の手段として、インターネットは必

須のものとなっている。有料の電子ジャーナル、

全文データベース等を契約していなくても、利

用できるものは多い。

１．氾子ジャーナル

(1)利川できる雑誌の確認

外国雑誌や国内の学会雑誌の一部で、無料の

電子ジャーナルを提供している。冊子体ｗｉｔｈ

と呼ばれる冊子体購読者向けのサービスや、

数ヶ月～数年経過したバックナンバーを無料公

開しているもの、すべてを公開しているものな

ど、各誌・出版社により利用できる範I｝Wは異な

る。図書館貝がｌ誌ずつ確認し、必要なら登録

作業を行わなければならず煩雑である。しかし、

同じ内容でも印刷物ではなく電子媒体で入手で

きること、未着、欠号、製本時の代替品として

利用できるなど、有川性は商い◎自館の所蔵誌

だけでも一通り確認しておきたい◎

HighWirePress*、FreeMedicalJoumals*、

PubMedCentral*、J-STAGE*など、無料旭子

ジャーナルのリストがある。過去に依頼された

雑誌が含まれていないか、チェックしておくと

よいだろう。

(2)検索結果からのリンク

PubMed，医中誌Web、JDreamⅡ＊などの検

索結果から、電子ジャーナルへのリンクが張ら

れている。契約者でなければ利川できないもの

も多いが、試しにどこまで開けるかクリックし

てみよう。図４は無料電子ジャーナルへのリン

クアイコンの例である。

検索結果からのリンクは完全ではない6)。リ

ンクが無い＝存在しない、と思い込まずに、雑

誌のホームページからも探してみる。
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(3)電子媒体のみの文献

ＰｕｂＭｅｄの検索結果で、ページ数の代わりに

[Epubaheadofprint］と表記されているのを見

たことはないだろうか。これは、冊子体の発行

前の情報で印刷物は存在しないが、遮子ジャー

ナルでなら入手できる。

冊子体には目次・抄録しか載っておらず、全
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文はインターネットでしか見られない文献もあ

る。ｐｕｂＭｅｄの画而（図５）では判別しづらい

が、Ｅ,ectronicの略でｅページであることが多

いので、申込の際には留意したい。

一般的に相互貸借では、電子媒体での提供は

不可、プリントアウトの送付は可、とされてい

る7,ｓ)。しかし、通子ジャーナルを所蔵してい

ても相互貸借に提供している機関はまだ少な

く、依頼先を探すのが難しい。電子ジャーナル

でしか入手できない文献なら受けてもらえる場

合もあるので、問い合わせてみよう。
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図５．ｅページ例

２．報告書・ガイドライン

（１）科W剛報告:i1f

厚生労働科学研究成果データベース*で、厚

生労働科学研究州ili助金等の研究報告苔を検

索・ダウンロードできる。すべて収録されてい

るわけではないが、平成９年度以降のものであ

れば、相互貸借を巾し込む前に確認しておこう。

(2)診療ガイドライン等

学会で作成した診療ガイドライン、報告番な

どを、その学会のホームページで公開している

ことがある。Minds*、東邦大学医学メディア

センター*の「診療ガイドライン」など、診療

ガイドラインのリストもある。無料公開されて

いないか、相互貸借を申し込む前に確認してお

こう。

３．看護文献

日本看護協会*の会貝は、会員ダイレクトに

登録すれば、無料でJDreamⅡを利用できる7)。

文献検索だけでなく、医学・薬学予稿集全文

データベースに収録されている抄録集の全文を

入手できる。図番館貝は利用できず、会員が自

ら行わなければならないが、蒋護師等の利用者

には誉録を勧めたい。
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Ⅳ、どこへ申し込むか

相互貸借は、自館が所属しているネットワー

ク（近畿病院図書室協議会など）や地区の機関

へ申し込むのが望ましいが、それだけでは、利

用者の求めに応えるのに不十分である。自助努

力を怠らず、的確な申込を心がけるとともに、

必要とあれば入手先をネットワーク外へと広げ

たい。

１．発行元へ

病院年報・病院医学雑誌等は、発行元へ申し

込むのが原則である。特にネットワーク内の機

関であれば、優先的に依頼したい。目録で所蔵

確認できなかった場合でも、発行元なら複写依

頼に応じてくれることが多い。ネットワーク外

の機関であっても、諦めずに問い合わせてみよ

う。

２．医学系以外の図書館へ

利用者から依頼される文献は、医学分野だけ

とは限らない。NACSISWebcat等で検索する

と、医学部・歯学部の図書館では見当たらず、

薬学部、看護学部、または、ほかの学部（教育

学部、体育学部、工学部など）の図書館で所蔵

していることがある。「相互利用マニュアル」’１

に沿った申込であれば、ほかの図書館でも通用

することが多い。機会があれば一度、病院図書

館からの依頼を受けてもらえるか問い合わせて

みよう。

３．公共図書館へ

公共図書館で、厚生労働白書、国民衛生の動

向といった統計・年鑑・白書類や、医学関連分

野の図書を所蔵していることがある。現物で直

接確認したい場合など、近隣の公共図書館で利

用できれば便利である。図書館のホームページ

で蔵書検索できることが多いので、試しに探し

てみよう。

Ｖ、おわりに

病院図書館では、文献入手においてもスピー

ドと的確さが求められる。さまざまな形で情報

が発信される今、自館で何ができるかを考え、

－１６９－
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ぃざというときに使いこなせるように事前準備

をしておくことが大切である。図書館員の工夫

と努力で、病院図書館の可能性はさらに広がる

だろう。
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